
生産出荷近代化計画の概要

［野菜指定産地名］ 黒川

［指定野菜の種別］ ほうれんそう

［指 定 区 域］ 大和町，大郷町，富谷町，大衡村

［指 定 年 月 日］ 平成１０年５月２０日

［計画樹立年月日］ 平成１２年３月３１日

［計画変更年月日］ 令和 ３年３月３１日

［変更後の計画概要］

○生産及び出荷の近代化に関する基本構想

ア）生産性向上の方針

当区域では、ほうれんそうを野菜振興の重点振興品目に定め，関係機関と連携のもと，補助

事業を活用した簡易ハウスの導入や，未利用施設の有効活用などを進めながら生産基盤の整備を

図る。施設整備により，夏場の暑い時期の収量低下をできる限り抑え，生産性の維持向上につな

げる。また，高齢化等により生産者数も減少傾向にあるが,栽培講習会による栽培技術の向上や，

調整作業の効率化を図る。また、生産休止農家への再生産の声掛けや部会活動の活性化により生

産規模の維持につなげる。

イ）生産流通改善方針

作型については，施設栽培による周年化が進んでいるが、高品質安定生産と栽培面積の拡大を

着実に行っていく。特に生産面では連作障害回避のため土壌消毒や輪作体系の確立等に重点をお

き進める。また、転作田を利用した露地栽培も推進していく。

指導体制としては、農協、普及センター等による個々の生産農家への指導を的確に実施してい

く。また、農協ほうれんそう部会員同士の技術交流を通じて作業の省力化等にも取り組み，安定

的な周年出荷体制を確立する。さらに、品質‧規格の統一を図り、市場と連携をとりながら市場

ニーズに合わせた良品を出荷する。量販店での販売やインショップ，直売所での販売を更に推進

していく。

○生産出荷近代化の現状と目標

項 目 現 状（H２９） 目 標（Ｒ４)

作付面積（ha） １９ ２０

生 産 量（ｔ） ８５ ８５

出 荷 量（ｔ） ４７ ４３

共販等量（ｔ） ３２ ３５

共販等率（％） ６８ ８３

収量（kg/10a） ４３８ ４２５


